
代
表

理
事

代
表

理
事

代
表

理
事

代
表

理
事

代
表

理
事

飯
村

　
一

雄
　

（
内

原
・

友
部

）
・

加
藤

　
岑

生
　

（
東

海
）

松
原

　
日

出
夫

（
水

戸
西

）
・

　
水

野
　

秧
一

郎
（

阿
見

）

山
口

　
由

夫
　

（
石

岡
）

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

伊
達

郷
右

衛
門

（
内

原
・

友
部

）

北
茨

城
　

鈴
木

　
孝

夫
・

藤
田

　
稜

威
雄

藤
田

　
稜

威
雄

藤
田

　
稜

威
雄

藤
田

　
稜

威
雄

藤
田

　
稜

威
雄

美
和

緒
川

　
高

沢
　

喜
一

・
小

林
　

茂

日
立

　
岩

間
　

雅
美

太
田

　
福

田
　

亘
男

大
宮

　
小

野
瀬

　
實

東
海

　
川

崎
　

勝
男

ひ
た

ち
な

か
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

　
大

和
田

　
喜

市
・

人
見

　
忠

男
人

見
　

忠
男

人
見

　
忠

男
人

見
　

忠
男

人
見

　
忠

男

那
珂

　
川

又
　

俊
水

川
又

　
俊

水
川

又
　

俊
水

川
又

　
俊

水
川

又
　

俊
水

・
根

本
　

信
正

水
戸

西
　

岩
清

水
　

昌
子

・
小

川
　

弘
二

・
高

見
沢

　
澄

高
見

沢
　

澄
高

見
沢

　
澄

高
見

沢
　

澄
高

見
沢

　
澄

・

水
戸

南
　

石
島

　
昭

夫
・

神
永

　
壮

行

花
だ

い
こ

ん
　

菊
地

　
浅

子
・

中
山

　
弘

子

は
ば

た
き

　
江

尻
　

大
祐

内
原

・
友

部
   円

道
　

正
三

・
山

田
　

修
一

・
川

井
　

光

笠
西

　
池

田
　

征
一

池
田

　
征

一
池

田
　

征
一

池
田

　
征

一
池

田
　

征
一

・
多

崎
　

貞
夫

鹿
行

　
内

田
　

泰
山

・
風

間
　

道
夫

風
間

　
道

夫
風

間
　

道
夫

風
間

　
道

夫
風

間
　

道
夫

・
小

久
保

　
荘

一
小

久
保

　
荘

一
小

久
保

　
荘

一
小

久
保

　
荘

一
小

久
保

　
荘

一
・

関
口

　
正

司

潮
来

市
役

所
　

佐
藤

　
正

美
・

鈴
木

　
秀

幸

池
貝

　
小

川
　

隆

石
岡

　
稲

田
　

明
告

稲
田

　
明

告
稲

田
　

明
告

稲
田

　
明

告
稲

田
　

明
告

・
植

田
　

金
雄

・
川

並
　

英
二

日
本

平
和

委
員

会
理

事
及

び
常

任
理

事
日

本
平

和
委

員
会

理
事

及
び

常
任

理
事

日
本

平
和

委
員

会
理

事
及

び
常

任
理

事
日

本
平

和
委

員
会

理
事

及
び

常
任

理
事

日
本

平
和

委
員

会
理

事
及

び
常

任
理

事
全

国
理

事
全

国
理

事
全

国
理

事
全

国
理

事
全

国
理

事
伊

達
　

郷
右

衛
門

　
人

見
　

忠
男

　
水

野
　

秧
一

郎
　

山
口

　
由

夫
・

金
子

　
岳

司
（

全
国

青
年

理
事

）

全
国

常
任

理
事

全
国

常
任

理
事

全
国

常
任

理
事

全
国

常
任

理
事

全
国

常
任

理
事

加
藤

岑
生

理
事

及
び

常
任

理
事

理
事

及
び

常
任

理
事

理
事

及
び

常
任

理
事

理
事

及
び

常
任

理
事

理
事

及
び

常
任

理
事

(下
線

と
ゴ

ッ
チ

ク
表

記
）

ご
苦
労
様
で
し
た
．（

勇
退

さ
れ

る
常

任
理

事
と

会
計

監
査

）

　
秋

元
　

喜
代

二
（

下
館

）
・

芦
田

　
洋

治
（

つ
く

ば
み

ら
い

）

　
　

　
　

井
上

　
仁

志
（

土
浦

）
　

・
大

和
田

　
喜

市
（

ひ
た

ち
な

か
）

　
　

　
　

坂
本

　
薫

（
は

ば
た

き
）

・
松

坂
　

美
知

子
（

江
戸

崎
）

　
　

　
　

荒
木

　
睦

子
（

水
戸

西
・

会
計

監
査

）

            　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

以
上

敬
称

略
）

′
07
年
度
茨
城
県
平
和
委
員
会
役
員
新
体
制
決
ま
る

や
さ

と
町

田
　

健
一

・
柳

岡
　

修
二

百
里

栗
又

　
衛

土
浦

斎
藤

　
房

雄
・

山
口

　
雪

雄

阿
見

福
田

　
正

・
宗

田
　

和
子

つ
く

ば
み

ら
い

芦
田

　
洋

治
・

小
川

　
三

也

筑
守

斉
藤

　
哲

竜
ヶ

崎
町

田
　

正
昭

・
宮

澤
　

利
春

江
戸

崎
山

口
　

清
吉

ふ
じ

し
ろ

根
本

　
和

彦
・

杉
山

　
恵

美
子

取
手

花
沢

　
楓

・
谷

口
　

誠
一

下
館

　
　

　
川

澄
　

正
明

・
小

林
　

清
・

前
田

　
清

つ
く

ば
　

　
　

　
　

　
又

川
　

速
雄

又
川

　
速

雄
又

川
　

速
雄

又
川

　
速

雄
又

川
　

速
雄

ゆ
う

き
叶

谷
　

正
叶

谷
　

正
叶

谷
　

正
叶

谷
　

正
叶

谷
　

正
・

宮
本

　
一

子

さ
か

い
金

子
　

勉
金

子
　

勉
金

子
　

勉
金

子
　

勉
金

子
　

勉
・

染
谷

　
卓

勇

古
河

・
総

和
鈴

木
　

昌
康

・
野

口
　

徳
野

口
　

徳
野

口
　

徳
野

口
　

徳
野

口
　

徳

五
霞

青
木

　
不

二
子

美
　

浦
長

山
　

静
雄

青
年

理
事

　
　

金
子

　
岳

司
（

牛
久

）

会
計

監
査

会
計

監
査

会
計

監
査

会
計

監
査

会
計

監
査

椎
名

　
定

（
東

海
）

・
羽

鳥
　

茂
（

水
戸

西
）

秋
元
さ
ん

平
和
新
聞
茨
城
版

平
和
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聞
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城
版

平
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聞
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城
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版
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聞
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城
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 ⅢⅢ ⅢⅢⅢ

。。 。。。
運運 運運運

動
の

課
題

方
針

動
の

課
題

方
針

動
の

課
題

方
針

動
の

課
題

方
針

動
の

課
題

方
針

1
.改

憲
阻

止
の

運
動

は
県

民
の

理
解

と
参

加
が

決
定

的
で

す
．

県
民

へ
の

訴
え

や
宣

伝
に

重
点

を
お

き
ま

す
．

学
習

を
基

礎
に

し
た

活
動

と
地

域
ニ

ュ
ー

ス
発

行
・

定
期

化
を

重
視

し
ま

す
．

２
．

県
民

へ
の

宣
伝

「
見

て
も

ら
う

・
読

ん
で

も
ら

う
・

聞
い

て
も

ら
う

・
書

い
て

も
ら

う
」

４
つ

の
総

合
宣

伝
戦

を
お

こ
な

い
ま

す
．

地
域

ニ
ュ

ー
ス

の
重

視
と

地
域

宣
伝

行
動

を
強

め
ま

す
．

３
．

「
５

・
３

憲
法

集
会

」
を

水
戸

や
そ

の
他

の
地

域
で

成
功

さ
せ

て
い

き
ま

す
．

４
．

「
９

条
の

会
」

の
運

動
を

い
っ

そ
う

前
進

さ
せ

る
た

め
に

、
９

条
の

会
に

携
わ

っ
て

い

る
会

員
相

互
間

で
意

見
交

換
す

る
場

を
つ

く
っ

て
い

き
ま

す
．

５
．

日
米

安
保

と
米

軍
機

く
る

な
の

取
り

組
み

で
は

「
実

行
委

員
会

」
の

組
織

強
化

を
他

団

体
と

協
議

し
運

動
を

つ
よ

め
ま

す
．

６
．

全
市

町
村

網
の

目
国

民
平

和
行

進
の

実
現

．
世

界
大

会
に

「
平

和
大

使
」

を
派

遣
す

る

よ
う

自
治

体
に

申
し

入
れ

を
行

な
っ

て
い

き
ま

す
．

７
．

組
織

財
政

委
員

会
を

改
組

し
、

組
織

強
化

委
員

会
を

発
足

さ
せ

、
実

増
１

０
０

名
を

掲

げ
ま

す
．

８
．

平
和

と
年

金
・

住
民

税
な

ど
の

生
活

要
求

を
合

わ
せ

て
う

運
動

し
て

い
き

ま
す

．

９
．

戦
前

の
暗

黒
社

会
復

活
の

国
民

・
民

主
運

動
を

敵
視

す
る

自
衛

隊
に

抗
議

と
監

視
を

強
め

ま
す

。

　
青

空
の

も
と

６
月

１
７

日
、

県
大

会
が

石
岡

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

（
６

６
名

参
加

）
．

忙

し
い

な
か

山
中

た
い

子
県

会
議

員
が

激
励

の
挨

拶
に

駆
け

つ
け

て
く

れ
、

ま
た

、
日

本
平

和
委

員
会

か
ら

は
西

村
美

幸
さ

ん
が

取
材

で
き

て
く

れ
ま

し
た

．
１

６
名

の
代

議
員

か
ら

の
発

言
が

あ
り

充
実

し
た

大
会

と
な

り
ま

し
た

．
以

下
、

運
動

方
針

の
骨

子
を

報
告

し
ま

す
．

改
憲

阻
止

、
改

憲
阻

止
、

改
憲

阻
止

、
改

憲
阻

止
、

改
憲

阻
止

、
運

動
の

倍
加

と
強

力
な

仲
間

づ
く

り
を

！
運

動
の

倍
加

と
強

力
な

仲
間

づ
く

り
を

！
運

動
の

倍
加

と
強

力
な

仲
間

づ
く

り
を

！
運

動
の

倍
加

と
強

力
な

仲
間

づ
く

り
を

！
運

動
の

倍
加

と
強

力
な

仲
間

づ
く

り
を

！
－

０
７

年
度

県
大

会
盛

会
の

う
ち

に
終

わ
る

－

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ⅠⅠ ⅠⅠⅠ

。。 。。。
平

和
を

め
ぐ

る
情

勢
と

私
た

ち
の

運
動

平
和

を
め

ぐ
る

情
勢

と
私

た
ち

の
運

動
平

和
を

め
ぐ

る
情

勢
と

私
た

ち
の

運
動

平
和

を
め

ぐ
る

情
勢

と
私

た
ち

の
運

動
平

和
を

め
ぐ

る
情

勢
と

私
た

ち
の

運
動

１
．

こ
の

１
年

、
最

大
の

特
徴

は
教

育
基

本
法

の
改

悪
と

憲
法

改
正

手
続

き
法

＝
国

民
投

票

法
」

が
制

定
さ

れ
、

憲
法

改
正

が
政

治
日

程
に

の
ぼ

っ
た

と
事

で
す

．
他

方
、

憲
法

改

正
の

震
源

地
は

安
保

体
制

強
化

＝
米

軍
再

編
成

と
、

そ
の

推
進

力
の

有
事

法
制

＝
国

民
保

護

法
等

も
急

速
に

進
ん

で
い

ま
す

．

２
．

憲
法

改
正

の
対

決
は

、
自

民
党

・
公

明
党

・
民

主
党

＋
右

翼
政

治
勢

力
と

憲
法

擁
護

の

政
治

勢
力

・
主

権
者

国
民

に
あ

り
、

国
民

過
半

数
の

「
争

奪
戦

」
と

な
り

ま
す

．
大

切

な
の

は
改

正
の

発
議

を
さ

せ
な

い
運

動
で

す
．

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ⅡⅡ ⅡⅡⅡ

。。 。。。
運

動
の

基
本

運
動

の
基

本
運

動
の

基
本

運
動

の
基

本
運

動
の

基
本

１
．

運
動

の
基

本
は

改
憲

阻
止

の
た

め
運

動
倍

加
を

め
ざ

し
、

そ
れ

に
見

合
う

仲
間

づ
く

り

に
全

力
を

尽
く

し
ま

す
．

ま
た

、
他

団
体

と
の

共
同

行
動

を
重

視
し

て
い

き
ま

す
．

２
．

日
常

的
な

運
動

や
会

議
を

い
っ

そ
う

工
夫

し
活

動
改

善
を

す
す

め
ま

す
．



代
議
員
の
発
言
要
旨
か
ら

○
斉

藤
哲

斉
藤

哲
斉

藤
哲

斉
藤

哲
斉

藤
哲

（
守

谷
）

（
守

谷
）

（
守

谷
）

（
守

谷
）

（
守

谷
）

：
毎

年
８

月
に

市
役

所
ロ

　
ビ

ー
で

戦
争

展
を

開
催

し
て

い
る

。
今

年
は

３

年
目

で
沖

縄
戦

の
写

真
展

を
い

る
（

１
年

目
は

原

爆
展

、
２

年
目

は
東

京
大

空
襲

）
。

ニ
ュ

ー
ス

月
２

～
３

回
出

し
て

現
在

２
９

号
（

日
本

平
和

委

員
会

全
国

機
関

紙
コ

ン
ク

ー
ル

で
新

人
賞

）
。

５

月
に

は
１

７
名

で
東

京
大

空
襲

の
早

乙
女

資
料

館
を

見
学

。
仲

間
づ

く
り

は
１

年
間

３
名

し
た

。

○
伊

藤
昭

子
伊

藤
昭

子
伊

藤
昭

子
伊

藤
昭

子
伊

藤
昭

子
（

水
戸

西
）

（
水

戸
西

）
（

水
戸

西
）

（
水

戸
西

）
（

水
戸

西
）

：
レ

ス
ト

ラ
ン

経
営

者
が

お
店

に
「

憲
法

カ
ー

ド
」

を
置

い
て

く
れ

ま
し

た
。

「
お

客
が

減
る

の
で

は
」

話
に

は

「
大

丈
夫

」
と

お
店

の
前

に
「

憲
法

９
条

大
好

き
」

の
看

板
も

だ
し

て
く

れ
ま

し
た

。
会

議
は

隔
月

、

ニ
ュ

ー
ス

の
手

配
り

、
恒

例
の

手
作

り
で

の
平

和
納

涼
祭

・
望

年
会

は
み

ん
な

が
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。

○
山

口
由

夫
山

口
由

夫
山

口
由

夫
山

口
由

夫
山

口
由

夫
（

石
岡

）
（

石
岡

）
（

石
岡

）
（

石
岡

）
（

石
岡

）
：

自
衛

隊
の

国
民

監
視

が
問

題
に

な
っ

て
い

る
、

方
針

案
に

補
充

し
て

も
ら

い
た

い
。

平
和

を
守

る
運

動
と

年
金

・
住

民
税

増
額

な
ど

暮
ら

し
を

守
る

た
た

か
い

を
合

わ
せ

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
９

月
８

日
に

は
「

日
本

の
青

空
」

の
上

映
を

行
な

う
。

各
地

で
も

開
催

し
た

方
が

よ

い
。

○
川

又
俊

水
川

又
俊

水
川

又
俊

水
川

又
俊

水
川

又
俊

水
（

な
か

）
（

な
か

）
（

な
か

）
（

な
か

）
（

な
か

）
：

茨
城

に
は

「
９

条

の
会

」
が

少
な

い
。

学
校

区
ご

と
に

つ
く

り
た

い
。

な
か

９
条

の
会

で
は

元
町

長
の

よ
び

か
け

人
に

な
っ

て
く

れ
た

。
６

月
１

８
日

か
ら

２
週

間
、

宣
伝

カ
ー

を
回

わ
す

。
戦

争
体

験
者

か
ら

の
平

和
の

尊
さ

を
記

し
た

冊
子

を
５

０
０

部
い

た

だ
き

普
及

し
て

い
る

。

○
芦

田
洋

治
芦

田
洋

治
芦

田
洋

治
芦

田
洋

治
芦

田
洋

治
（

つ
く

ば
み

ら
い

）
（

つ
く

ば
み

ら
い

）
（

つ
く

ば
み

ら
い

）
（

つ
く

ば
み

ら
い

）
（

つ
く

ば
み

ら
い

）
：

会
員

の

声
を

反
映

す
る

地
域

ニ
ュ

ー
ス

の
発

行
を

重
視

し

て
い

る
。

取
手

で
「

日
本

の
青

空
」

を
上

映
、

７
０

０
名

が
鑑

賞
。

『
新

し
い

憲
法

の
は

な
し

』
５

０
冊

普
及

。
２

５
部

追
加

注
文

し
て

い
る

。
５

月
２

０
日

の
総

会
で

は
非

会
員

の
方

が
参

加
さ

れ
仲

間
に

な
っ

て
く

れ
た

。

○
大

和
田

喜
市

大
和

田
喜

市
大

和
田

喜
市

大
和

田
喜

市
大

和
田

喜
市

（
ひ

た
ち

な
か

）
（

ひ
た

ち
な

か
）

（
ひ

た
ち

な
か

）
（

ひ
た

ち
な

か
）

（
ひ

た
ち

な
か

）
：

６
月

３

日
１

３
名

で
総

会
。

共
同

行
動

で
自

衛
隊

の
監

視

や
成

人
式

、
新

春
の

つ
ど

い
な

ど
を

毎
年

お
こ

な
っ

て
い

る
。

方
針

で
は

「
基

地
の

調
査

」
が

入
っ

て
い

な
い

が
入

れ
た

ほ
う

が
よ

い
。

○
植

田
金

雄
植

田
金

雄
植

田
金

雄
植

田
金

雄
植

田
金

雄
（

石
岡

）
（

石
岡

）
（

石
岡

）
（

石
岡

）
（

石
岡

）
：

地
域

で
は

年
金

や

消
費

税
・

住
民

税
が

大
問

題
に

な
っ

て
い

る
。

平
和

委
員

会
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
ほ

し

い
。

○
福

田
正

福
田

正
福

田
正

福
田

正
福

田
正

（
阿

見
）

（
阿

見
）

（
阿

見
）

（
阿

見
）

（
阿

見
）

：
広

島
・

長
崎

へ
の

「
平

和
大

使
」

の
派

遣
を

阿
見

町
に

要
請

し
て

い

る
。

２
０

年
度

か
ら

予
算

化
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

町
の

公
報

に
も

掲
載

さ
れ

た
。

戦
争

展
も

実
施

し
て

い
る

。

○
柳

岡
幸

子
柳

岡
幸

子
柳

岡
幸

子
柳

岡
幸

子
柳

岡
幸

子
（

や
さ

と
）

（
や

さ
と

）
（

や
さ

と
）

（
や

さ
と

）
（

や
さ

と
）

：
百

里
平

和
公

園
の

く

さ
と

り
や

整
備

な
ど

に
協

力
し

た
い

。
百

里
音

頭
な

ど
も

普
及

し
て

い
き

た
い

。

○
川

崎
勝

男
川

崎
勝

男
川

崎
勝

男
川

崎
勝

男
川

崎
勝

男
（

東
海

）
（

東
海

）
（

東
海

）
（

東
海

）
（

東
海

）
：

東
海

駅
の

ギ
ャ

ラ

リ
ー

で
戦

争
展

を
開

い
て

い
る

。
村

長
も

「
９

条
は

守
っ

て
い

く
」

と
言

っ
て

い
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

も
掲

載
さ

れ
て

い
る

。

○
多

崎
貞

夫
多

崎
貞

夫
多

崎
貞

夫
多

崎
貞

夫
多

崎
貞

夫
（

笠
西

）
（

笠
西

）
（

笠
西

）
（

笠
西

）
（

笠
西

）
：

６
月

２
４

日
「

日
本

の

青
空

」
を

上
映

す
る

。
思

い
切

っ
て

高
校

生
は

無

料
に

す
る

と
に

し
た

。
高

校
前

で
チ

ラ
シ

配
付

。

１
市

２
町

の
合

併
で

「
非

核
平

和
宣

言
」

が
無

く

な
っ

た
が

、
署

名
を

添
え

て
新

し
い

笠
間

市
議

会
に

要
請

、
問

題
な

く
採

択
さ

れ
た

。
９

条
の

会
で

は

い
ろ

い
ろ

な
方

が
協

力
・

参
加

し
て

い
る

。
社

民
党

の
議

員
も

協
力

し
て

く
れ

、
自

民
党

の
保

守
議

員
も

現
在

の
改

憲
に

不
安

を
も

っ
て

い
る

。
「

５
・

３
集

会
」

で
は

「
９

条
連

」
の

方
た

ち
と

も
協

力
し

て
や

っ
た

。

○
加

藤
岑

生
加

藤
岑

生
加

藤
岑

生
加

藤
岑

生
加

藤
岑

生
（

東
海

）
（

東
海

）
（

東
海

）
（

東
海

）
（

東
海

）
：

９
条

の
会

準
備

会
で

は
Ｄ

Ｖ
Ｄ

を
利

用
し

て
学

習
と

話
し

合
い

を
進

め
て

８
回

開
催

し
て

い
る

。
毎

回

新
し

い
人

が
参

加
し

て
き

て
い

る
。

そ
ん

な
中

で
３

人
の

仲
間

を

迎
え

入
れ

た
。

日
本

平
和

委
員

会
の

財
政

が
厳

し
い

状
況

に
あ

り
、

１
０

月
ま

で
に

５
０

０
名

の
仲

間
づ

く
り

の
方

針
を

掲
げ

て

い
る

。
茨

城
も

積
極

的
に

増
や

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

○
松

原
日

出
夫

松
原

日
出

夫
松

原
日

出
夫

松
原

日
出

夫
松

原
日

出
夫

（
水

戸
西

）
（

水
戸

西
）

（
水

戸
西

）
（

水
戸

西
）

（
水

戸
西

）
：

従
軍

慰
安

婦
、

沖

縄
の

集
団

自
決

、
侵

略
戦

争
な

ど
の

歴
史

的
事

実
が

書
き

換
え

ら
れ

て
い

る
。

憲
法

９
条

と
共

に
戦

争
と

平
和

の
問

題
も

重
視

す
る

必
要

が
あ

る
。

方
針

案
の

「
憲

法
守

ろ
う

！
平

和
旬

間
」

を
「

戦
争

と
平

和
を

考
え

る
平

和
旬

間
」

に
変

え
た

方
が

よ
い

。

○
円

道
正

三
円

道
正

三
円

道
正

三
円

道
正

三
円

道
正

三
（

内
原

（
内

原
（

内
原

（
内

原
（

内
原

・・ ・・・
友

部
）

友
部

）
友

部
）

友
部

）
友

部
）

：
図

書
館

の

ギ
ャ

ラ
リ

ー
を

昨
年

１
１

月
登

録
・

予
約

し
、

今

年
８

月
に

戦
争

展
を

行
な

う
。

地
元

の
資

料
を

つ
く

る
た

め
に

努
力

し
て

い
る

。
ま

た
、

市
当

局
も

８

月
い

っ
ぱ

い
、

公
民

館
で

「
戦

争
遺

品
展

」
を

開

催
す

る
予

定
。

○
水

野
秧

一
郎

水
野

秧
一

郎
水

野
秧

一
郎

水
野

秧
一

郎
水

野
秧

一
郎

（
阿

見
）

（
阿

見
）

（
阿

見
）

（
阿

見
）

（
阿

見
）

：
全

国
の

平
和

情
勢

や
活

動
状

況
を

し
る

上
で

平
和

新
聞

の
果

た
す

役
割

は
大

き
い

。
読

者
を

増
や

し
て

い
こ

う
。

仲
間

づ

く
り

も
自

主
的

に
取

り
組

む
の

は
い

い
が

、
や

は

り
や

る
と

き
は

や
る

と
い

う
「

強
制

力
」

も
必

要

で
あ

る
。


